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杉並の風日記 R07.12.14 

   

八戸市_倒壊の恐れがある高さ 100mの鉄塔    2025 今年の漢字_“熊”でした！ 

 

8日午後 11時過ぎ、青森県東方沖を震源とする大きな地震があり、青森県八戸市

では震度 6強を観測しています。震源の深さは 54km、マグニチュードは 7.5 と推定

されています。北海道から東北の太平洋沿岸などに津波注意報も出されましたが、大

きな被害はありませんでした。建物被害 450件 、負傷者は 32人とのことで、大きな揺

れの割には死者が出なかったことも不幸中の幸いでした。八戸市の中心部にある倒壊

の恐れがある高さ 100mの NTT東日本の鉄塔、市は周辺の 48世帯に避難指示を

出し、住民が避難しています。今回初めて“後発地震注意情報”―茨城・千葉など 7

道府県 182市町村―というのが出されましたが、鉄塔の修復には 3週間程度を要す

るとのことで、昨年の能登半島地震同様、余震が頻繁に続く中、被災地周辺では不安

な年末年始を迎えることになりそうです。SNSでは今回の地震をめぐり、“（政府や中

国が人為的に発生させた）人工地震だ”などのデマや“（人間によって駆除された）熊

のたたりがついに起きた”といった投稿が拡散されているとのこと。人の弱みにつけ込

んだ悪質なヤツらもいるようです。その後関東エリアでも茨城を震源とする震度 4―高

円寺震度 3―の揺れがあり、日本中いたるところが“地震の巣窟”と化しています。そう

いえば、今年は山火事や豪雨災害なども頻発しました。これからもどんどん増えそうな

気がします。そこに予算をちゃんと置くだけの準備はされているのでしょうか。 

    2025年の世相を表す今年の漢字は“熊”に決まったそうです。京都の清水寺で 12

日、森貫主が縦 1.5m、横 1.3mの和紙に揮毫しました。事前の予想合戦では熊？
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高？米？など。日本漢字能力検定協会が、全国から募った結果、最も多かった 1字

だそうです。ちなみに同協会によると、18万 9122票の応募のうち“熊”は 2万 3346

票、全国で熊の被害が相次いだことやパンダの中国への返還などが理由に挙げられ

たそうです。2位はコメの価格高騰や米国のトランプ大統領就任などから“米”（2万

3166票）―わずか 180票差―、3位は高市早苗氏の首相就任や物価高などから

“高” 4位は万博のミャクミャクから“脈”。5位は万博の“万”と続いたようです。海外編

として東京新聞“本音のコラム”大矢英代さんがこんな論評をしていました。 

 

「怒りの餌」食べてませんか？      12月 8日付 

大矢   英代      ―  カリフォルニア州立大助教授  ― 

イライラ、むかむか、深いため息。今年を振り返ると、そんな出来事ばかりが思い浮かぶ。米国で

はトランプ大統領による破茶滅茶な政策や暴言のオンパレード。先日もソマリア系移民を「ゴミ」と

侮辱した上に「米国から出ていけ」と言い放ち、呆れ返った。トランプ、高市、ネタニヤフ。精神衛生

上良くないのに、イライラする話題をネットで見てしまうのは、職業柄か、あるいは「レイジ・ベイト」の

罠にはまっているのか。 

「レイジ・ベイト」を直訳すると「怒りの餌」。英オックスフォード大学出版局の「今年の単語」に選

ばれた。日本の読者には「炎上商法」の方がピンと来るかもしれない。読む人の怒りを意図的にあ

おり、クリックを促すように仕組まれたオンラインコンテンツのことだ。怒りに任せて動画やサイトをク

リックするごとに、アルゴリズムによってあなたの画面にはイライラするコンテンツが増殖していく。絶

え間ない怒りの渦に陥り、神経がすり減らされていく。同出版局の調査によれば、この単語の使用

量は過去 1年で 3倍に増加したという。無限に SNSをスクロールし続けてしまう。「脳の腐敗」が

選ばれた昨年の単語に続き、デジタル情報社会に生きる私たちの病的な状態が問われた。 

携帯を置いて心穏やかに過ごす時間も大事かもしれない。 

 

“熊”でも“熊猫―パンダ―”でも、大変結構ではございますが、日本はつくづくなん

と平和？な国なんだろうと思ってしまいます。なんか、“レイジ・ヘイト”の方がエグい感

じがします。今国会もまもなく閉会と相成りますが、どうやら議員定数削減は次回にオ

アズケになりそうです。与野党とも“ヤッター”感満載で、結局何も決めない方向でシャ

ンシャンする模様です。何やってんだか…。 

選択的夫婦別姓についても、高市さんは旧姓の通称使用を法制化したいと言い張

っていますが、それも違憲と明言されています。ご自分はご主人を高市姓―婿？―に

しているようですが、“選択的”と言っているので、やりたい人がやればいいだけで、そ

んな目くじら立てる問題じゃないような気がします。通称使用を決めちゃうと今後半永

久的にこのままになるので、それだけはごカンベンを！とお願いしたいところです。性

的少数派と同じでどちらも容認すべき案件です。いつまで経っても旧統一教会の家長

主義的な思想の呪縛から逃れられていないような気がします。いまだに選挙で応援し
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てもらっているのかな？昨日の東京新聞“コンパス”という欄に東京新聞社スタッフ―

記者 or論説委員？―がこんなことを書かれていました。 

 

コンパス      12月 14日付 

“おまえは、おれのもの”                                                                                          出田   阿生   

「結婚した後、彼女が自分のものになったと思った」「自分の姓と同じになったことが大きく影して 

いると思う」 

これは DV 加害者の男性が語った言葉だ。妻に暴力をふるい、幼いわが子に物を投げたという

男性。スイッチが入ったきっかけが「改姓」だったという。 

DV をなくそうと活動する民間団体アウェアの講座でこの言葉を聞いたとき、ハッとした「保守」を

名乗る政治家たちが選択的夫婦別姓に強硬に反対する根っこには、この欲望があったのか

…！ 

おまえはおれの（家の）ものなんだから、言うことを聞けー。結婚相手を自分の姓に変えさせる

ことで、ナゾの特権意識がめばえる。女性が男性側に改姓するケースが 9 割以上という現状で

は、「男性の特権」とほぼイコールとなる。 

先ごろ高市首相が、旧姓の通称使用を法制化する法案を調整中と報じられた。ようは「旧姓

を使いやすくはするが、前夫婦に同性を強いる今の制度は維持する」という意味だ。「別姓を選

べるようせよ」という法制審議会の答申から 30 年、やっと政治の機運が高まったところに、冷や

水をかけようとしている。 

結婚時、くじ引きで姓を決めるシステムにでもしない限り、男性特権は続くだろう。根深い男尊

女卑の意識は、制度から再生産され続けている。 

 

 “おまえは、おれのもの”…やくざ映画や艶歌の詞の世界のような話に聞こえます。

今どきこんなことを言ってたら、誰も嫁さんになんか来てくれませんよ。ご高齢の政治屋

のジィサンたちだって、家に帰れば奥さんにビシバシってやられてるんじゃないの？そ

の現実をよくお考えになってくださいな。 

そういえば、将棋の女流タイトル戦に出産前後の女流棋士が出場できなくなると、福

間香奈女流 6冠が異議を申し立てしています。なんか出産とタイトル戦が重なるとタイ

トル保持者だった場合、自動的に失冠するというようなばかばかしいルールだそうで、

これも今どきなんじゃ？と呆れちゃいました。まあ、訴えたら改定案を調整するとか、当

たり前というか、ソレ考えた男どもの時代錯誤を感じます。言われなきゃ何も考えない

つもりだったんでしょうね。なんてだらしないんだ、男どもは！―もちろん僕も含めての

話です― 

安倍元首相を殺害した旧統一教会 2世の山上被告の裁判が続いています。母親

の多額の献金で、家庭が困窮し、それが原因で、兄が自殺したりと精神的に追い込ま
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れての犯行です。裁判が繰り返される中で、はて？どんな審判が下るのでしょうか。東

京新聞“本音のコラム”斎藤美奈子さんの論評です。 

 

被告の絶望      12月 10日付 

斎藤   美奈子      ―  文芸評論家  ― 

安倍晋三元首相銃撃事件（2022年 7月）で殺人罪などに問われた山上徹也被告の公判が続

いている。4日の公判では彼が遺族への謝罪を口にしたとされている。 

この件でどうしても気になるのは山上被告の過酷な生育歴だ。 

1980年、3人兄妹の次男に生まれた山上被告は 4歳の時に父が自殺し、91年に母親が旧統

一教会に入信。多額の献金で家計が破綻し彼は進学を断念して職を転々。兄も 2015年に自死。

被告が投降したツイートには自暴自棄的な絶望の言葉があふれている。 

こうした事実を、私は五野井郁夫＋池田香代子『山上徹也と日本の「失われた 30年」』で知っ

たのだが、五野井氏は被告がロスジェネ世代であることに着目、格差社会と自己責任論が進行し

た時代の犠牲者ではないかと述べている。世代論ですべては語れないにせよ、京都アニメーショ

ン放火殺人事件の青葉真司死刑囚（1978年生まれ）も同世代で、成育歴は山上被告と酷似して

いる。 

一方、鈴木エイト『「山上徹也」とは何者だったのか』は、山上被告の絶望を社会的に放置されて

きた宗教 2世の問題として分析。やはり被害者の側面があると指摘する。 

犯罪者に同情すべきではないという意見もあるが、彼の絶望の深さは想像を超えている。最終

弁論は 18日。裁判官にも裁判員にも真摯な判定を望みたい。 

 

   ん～、とても複雑な思いにいたります。旧統一教会が自民党とベッタリで、その犯罪

性なども長年見過ごされてきた経緯などを考えると、それらに関わって甘い汁を吸って

きた政治屋たちにも大いに責任はあるでしょう。これらの犯罪をテーマに複数の作家

がフィクション、ノンフィクションを執筆していますが、どこにも正解はありません。願わく

ば二度とこんな状況に若者たちを置かない社会にしていただきたいものです。ある意

味、山上被告も日本社会における犠牲者なのかもしれません。殺された安倍さんに罪

があるとは言いませんが、山上被告の逆恨みを買うだけの言動はあったのかなとも思

われます。僕の薄っぺらな考えでどうこう言っても、何も真実は変わらないけど、社会の

闇の深さをヒシヒシと感じます。 

 

12月も半ばに入り、いよいよ今年も終わります。来年に持ち越してしまったテーマも

山ほどあり、どこかで気持ちを入れ替えて取り組まねばと心新たにしている昨今です

が、今週は下関⇒京都で外仕事は終了となる予定です。個人的には秋田名物の“ナ

タ漬け”の仕込みを明日あたりから始めて、高円寺界隈の仲間たちにお裾分けする年

末恒例行事があり、その段取りでワクワクしながら、師走気分に浸りたいものです。 


